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３ 月 定 例 会

埼
玉
県
小
川
町
議
会

新年度予算

議員が質
ただ

した

199のこと

 議員のつぶやきにも注目

 一般質問に

10人が登壇

満
開
の
桜
の
下
で「
ハ
イ
、ポ
ー
ズ
！
」 （
竹
沢
小
学
校
ピ
ッ
カ
ピ
カ
の
１
年
生
）

大胆リニューアルの

 議会だより

6つの約束

わたしのひとコト「だから小川が好き」
古川瑛子さん

川井愛梨さん 小川町に

住んで33年

小川町大好きです
育児を前向き

に楽しくやっ

ていきます

各
ペ
ー
ジ
下
に
も

町
の
み
ん
な
か
ら

ひ
と
コ
ト
！

Ｐ．10

Ｐ．２

Ｐ．18Ｐ．17
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決定！
第５次総合振興計画
基本構想

第５次
総合振興
計画

都市計画
マスター
プラン

地域公共
交通網
形成計画

小川町版
総合戦略

結
婚
・
出
産
・
子
育
て

Ｑ
引
き
続
い
て
支
給
さ
れ
る
小
学
校
就

学
支
援
助
成
金
だ
が
、
平
成
27
年
度
の
実

績
と
新
年
度
で
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
平
成
27
年
度
は
就
学
児
健
康
診
断

に
合
わ
せ
て
案
内
し
、
９
割
方
支
給
済
み

で
す
。
新
年
度
は
時
期
を
早
め
る
等
、
検

討
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
先
進
的
事
業
で
あ
る
子
育
て
世
帯
電

動
自
転
車
の
貸
し
出
し
と
は
。

Ａ
２
〜
３
人
乗
り
用
の
も
の
を
５
台
購

議会は
ここに
注目！！！！

■人口誘導・定住促進
・移住サポートセンターの設置
・お見合い大作戦ほか

■まちづくり・地域活性化
・ユネスコ和紙ブランド推進連携事業
・健康長寿ウォーキング
・いきいきタクシー券の配付
・地域公共交通活性化協議会の負担金
・比企地域人の流れ創生事業ほか

 将 来 像

自然の恵みと文化を
未来につなぐ
人が輝くまち
おがわ

小
総

去る２月16日に開催された第１回臨時会において、今後

10ヵ年のまちづくりの指針となる第５次総合振興計画の

基本構想を決定しました。最上位に位置づけられる総合

振興計画に基づき、基本構想を具現化するための前後期

各５ヵ年からなる基本計画や各分野の実施計画が策定さ

れます。10年後の輝かしい未来に期待を込めて、全会一

致で可決しました。

・衛星系防災行政無線の再整備
・指定避難所に備蓄する物資の購入
・町立保育園に防災用食料品を備蓄
・パトリアの非常用蓄電池を交換
・橋梁の点検・耐震化
・道路照明灯の点検
・ため池の耐震点検ほか

選択 集中選択 集中

入
し
、
未
就
学
児
の
い
る
家
庭
に
有
料
で

貸
し
出
し
ま
す
。
事
故
等
の
対
応
に
つ
い

て
は
補
正
予
算
で
保
険
加
入
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

雇
用
の
創
出

Ｑ
機
構
改
革
を
経
て
、
に
ぎ
わ
い
創
出

課
内
に
企
業
支
援
に
特
化
し
た
グ
ル
ー
プ

が
で
き
る
。
雇
用
の
創
出
と
い
う
観
点
で

は
、
さ
ら
な
る
企
業
誘
致
に
対
す
る
取
り

組
み
を
期
待
す
る
と
こ
ろ
だ
が
。

Ａ
新
た
に
旅
費
等
を
計
上
し
、
今
ま
で

は
受
け
身
だ
っ
た
姿
勢
・
体
制
か
ら
、
で

き
る
限
り
企
業
を
訪
問
す
る
形
で
、
現
状

と
情
報
の
把
握
に
努
め
ま
す
。

人
口
誘
導
・
定
住
促
進

Ｑ
移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業
と
は
。

Ａ
﹁
空
き
家
や
空
き
店
舗
の
対
策
﹂
と

﹁
定
住
を
促
進
す
る
﹂
両
方
の
観
点
か
ら

進
め
る
事
業
で
、
事
業
者
は
プ
ロ
ポ
ー
ザ

ル
方
式 

１
に
て
公
募
中
で
す
。
セ
ン
タ
ー

は
楽ら

く

市い
ち

お
が
わ
内
に
設
置
し
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
・
地
域
活
性
化

Ｑ
和
紙
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
計
画
し
て
い

る
よ
う
だ
が
。

Ａ
関
係
者
と
協
力
し
て
商
品
開
発
に
挑

み
ま
す
。
ま
た
、
島
根
県
浜
田
市
・
岐
阜

県
美
濃
市
と
和
紙
サ
ミ
ッ
ト
を
計
画
し
て

お
り
、平
成
29
年
度
に
当
町
で
の
開
催
︵
東

秩
父
村
と
の
合
同
︶
を
調
整
中
で
す
。

■結婚・出産・子育ての支援

平成28年度当初予算 一般会計90億 5500万円

と

■雇用の創出
・企業誘致の推進
・小川和紙の生業支援
・小川町元気な農業応援
　ほか

平成28年度は、第５次総合振興計画をもとに、地方創生に係る小川町版総合戦略をはじめ、都市計画マスター

プラン・地域公共交通網形成計画等の重要な計画がスタートする大事な年です。一方で、超がつく少子高齢

社会を背景に、例年になく厳しい予算編成となりました。非拡大・非成長の中で、何を「選択」し、どのよ

うに「集中」したのか。ここでは、当初予算の重点事業　①地方創生の推進　②安全・安心なくらしから、「地

方創生」の項目をピックアップ。議会が指摘・注目した事業をお知らせします。

・小学校就学支援助成金　・第３子以降の小中学生の給食費無償化
・多子世帯保育料軽減事業費　　・子育て支援アプリで情報を配信
・民間保育所の増築費用を補助　・子育て世帯に電動自転車の貸与
・住民税相当額の奨学金返済額を免除ほか

安全・安心な安全・安心な
くらしくらし

解説 プロポーザル方式１
業務の委託先（業者）を選定するときに、企画を提案して
もらい、その中から優れた提案をした者を選定する方式。

地方創生地方創生

※関連質疑は
　次ページから
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第
３
子
以
降
の
保
育
料
無
償
化

﹁
マ
マ
も
ひ
と
安
心
﹂

子
育
て
・
教
育

Ｑ
第
3
子
以
降
の
保
育
料
の
無
償

化
は
。

Ａ
多
子
世
帯
に
お
け
る
保
護
者
の

経
済
的
な
負
担
の
軽
減
と
少
子
化
の

改
善
を
図
る
た
め
、
３
人
以
上
の
子

ど
も
を
養
育
し
て
い
る
家
庭
で
、
第

３
子
以
降
０
・
１
・
２
歳
の
お
子
さ

ん
の
保
育
料
を
無
償
と
し
ま
す
。

Ｑ
奨
学
金
制
度
の
拡
充
が
図
ら
れ

る
が
、
６
年
制
に
な
っ
た
薬
科
大
学

へ
の
対
応
は
。

Ａ
対
応
し
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
小
中
再
編
に
係
る
研
究
会
及
び

検
討
委
員
会
の
内
容
と
、
開
催
回
数

予
定
は
。

Ａ
研
究
会
は
、
全
７
回
を
予
定
し
、

学
識
者
・
経
験
者
等
に
再
編
を
行
な

う
こ
と
に
関
し
て
の
メ
リ
ッ
ト
・
デ

メ
リ
ッ
ト
を
話
し
合
っ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
ま
た
検
討
委
員
会
は
全
12
回

を
予
定
し
、
地
域
等
直
接
関
係
の
あ

る
方
々
と
、
実
践
に
向
け
た
議
論
を

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
設
置
は
。

ま
た
、
放
課
後
の
子
ど
も
た
ち
の
居

場
所
づ
く
り
と
い
う
観
点
で
、
学
童

ク
ラ
ブ
と
の
連
携
は
。

Ａ
平
成
31
年
度
ま
で
に
６
小
学
校

の
う
ち
、
３
校
に
開
設
を
予
定
し
て

い
ま
す
。﹁
生
活
の
場
﹂
と
し
て
の
学

童
ク
ラ
ブ
と
、﹁
学
び
と
体
験
の
場
﹂

と
し
て
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
が
連

携
で
き
る
よ
う
考
え
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
い
き
い
き
子
育
て
サ
ポ
ー
ト
事

業
と
は
。

Ａ
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向
け
に
、
子

育
て
ア
プ
リ
を
展
開
し
ま
す
。
ま
ず

は
、
予
防
接
種
に
対
応
し
た
も
の
を

進
め
、
子
育
て
に
役
立
つ
も
の
を
目

指
し
ま
す
。

Ｑ
中
学
校
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
室
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ 

２ 

が
導
入
さ
れ

る
が
。

Ａ
３
校
に
40
台
を
導
入
す
る
予
定

で
す
。
今
ま
で
は
一
方
向
だ
っ
た
コ

ン
ピ
ュ
ー
タ
学
習
か
ら
、
双
方
向
へ

と
変
え
る
情
報
交
換
が
期
待
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
キ
ー
ボ
ー
ド
に
対

「小川のどこが好き？」

Mini Column
オガワマチのこと
ギカイのこと
一緒に見よう、考えよう

Part.1 解説 タブレットＰＣ ２
薄い板状の本体に、タッチして操作が可能な液晶画面が組
み込まれたパソコンのことです。キーボードやマウスがな
くてもタッチ操作で使いやすいようにできており、持ち運
びがしやすく、あらゆる所で使えるのが特長です。

一
般
会
計
予
算

のこと

平成28年度
当初予算

議員が
質
た だ

した

199
これが予算書

（Ａ・Ｔさん・32歳）

仙元山見晴らしの
丘公園・展望台か
ら望む夜景♥

応
す
る
も
の
を
検
討
し
て
い
ま
す
。

医
療
・
介
護

Ｑ
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム 

３
の

構
築
に
は
、
地
域
で
高
齢
者
を
見
守

り
支
え
合
う
体
制
・
仕
組
み
づ
く
り

が
急
務
で
あ
る
。
今
後
の
取
り
組
み

は
。Ａ

地
域
で
見
守
る
と
い
う
観
点
か

ら
考
え
る
と
、
あ
ま
り
大
き
い
規
模

で
は
な
く
、
な
る
べ
く
小
さ
い
サ
ロ

ン
的
な
活
動
が
よ
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
公
民
館
事
業
等
の
各
種
教
室
を

卒
業
さ
れ
た
方
々
が
独
自
に
サ
ー
ク

ル
を
つ
く
っ
て
活
動
し
て
い
る
よ
う

な
事
例
も
あ
る
の
で
、
連
携
等
で
き

れ
ば
、
地
域
で
お
互
い
に
支
え
合
う

仕
組
み
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か

と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
医
療
と
介
護
の
連
携
に
必
要
な

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
定
期
巡
回
・
随

時
対
応
サ
ー
ビ
ス
へ
の
取
り
組
み
は
。

Ａ
現
在
、
当
町
に
な
い
定
期
巡
回
・

随
時
対
応
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
は
、

今
後
も
検
討
す
る
必
要
性
を
認
識
し

て
い
ま
す
。

Ｑ
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の
普
及

率
と
今
後
の
普
及
方
法
は
。

Ａ
県
内
町
村
平
均
は
58
・
７
％
で
、

町
の
普
及
率
は
57
・
７
％
で
す
。
今

後
の
普
及
率
の
向
上
に
向
け
、
新
た

に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
利
用
希
望

カ
ー
ド
や
シ
ー
ル
を
配
布
し
対
応
し

ま
す
。

訓
練
も
備
蓄
品
も　
　
　
　
　

い
ざ
と
い
う
時
の
備
え
で
す

安
全
・
安
心

Ｑ
消
防
団
第
２
分
団
第
４
部
の
旧

詰
所
の
解
体
に
合
わ
せ
て
、
救
助
や

避
難
等
の
訓
練
を
実
施
す
る
こ
と
は

で
き
な
い
か
。

Ａ
解
体
中
の
建
物
を
活
用
し
て
、

瓦
れ
き
か
ら
の
救
出
訓
練
等
の
実
施

を
消
防
署
へ
提
案
し
ま
す
。

Ｑ
災
害
用
資
機
材
の
購
入
と
は
。

Ａ
緊
急
避
難
場
所
に
指
定
し
て
い

る
各
所
の
充
実
を
図
り
ま
す
。
ま
た

現
在
、
高
谷
地
内
の
防
災
倉
庫
に
集

中
し
て
い
る
備
蓄
品
の
分
散
を
考
え

て
い
ま
す
。

Ｑ
た
め
池
の
耐
震
点
検
の
計
画
は
。

Ａ
平
成
27
年
度
は
16
ヵ
所
を
予
定

し
て
い
ま
し
た
が
、
国
の
方
針
で
、

補
助
金
が
得
ら
れ
ず
中
止
と
な
り
ま

し
た
。
平
成
28
年
度
は
９
ヵ
所
の
み

耐
震
点
検
を
行
な
い
、
必
要
に
応
じ

て
改
修
し
ま
す
。

Ｑ
交
通
安
全
対
策
事
業
に
お
い
て
、

子
ど
も
た
ち
の
安
全
と
、
高
齢
者
が

加
害
者
・
被
害
者
に
な
ら
な
い
よ
う

な
対
策
を
進
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
は
。

Ａ
関
係
各
課
が
通
学
路
の
対
策
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
へ

の
啓
発
等
は
各
地
区
の
老
人
会
等
の

団
体
を
通
じ
て
行
な
っ
て
い
ま
す
。

「ＩＣＴ」という言葉を聞いたことがありますか？
Information and Communication Technology（インフォメーション・アンド・
コミュニケーション・テクノロジー）の略で、一般的には「情報通信技術」と訳されます。
町の平成28年度予算に計上された500万円は、中学校へのタブレットＰＣ導入や校
内ＬＡＮの整備などに使われる予定です。皆さん、ご期待ください！

役場前広場の池で
泳ぐおさかな！！

（Ａ・Ｔちゃん・２歳（代弁者：母））

解説 地域包括ケアシステム ３
介護が必要になった高齢者が、住み慣れた自宅や
地域で暮らし続けられるように「医療・介護・介
護予防・生活支援・住まい」の５つのサービスを
一体的に受けられる支援体制のこと。

今回の３月定例会で、もっとも審議

に時間をかけたのが、新年度予算の

こと。議員が予算書をチェックして

行なった質疑はなんと199！　

残念ながら紙面の都合で

すべて載せられない

のですが、ピックアッ

プして25項目をお知

らせします。

すべての項目はインターネットからご覧いただ

けます。「小川町議会 会議録」で検索してみて

ください。
※今定例会の会議録は５月末ごろから見られます。
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50
人
×
６
ヵ
月　
　
　
　
　
　

歩
い
て
歩
い
て
健
康
に

健
康
・
福
祉

Ｑ
町
独
自
の
健
康
長
寿
ウ
オ
ー
キ

ン
グ
事
業
と
は
。

Ａ
50
人
を
募
集
し
、
６
ヵ
月
間
実

施
し
ま
す
。
血
液
検
査
な
ど
健
康
診

断
時
の
結
果
を
使
用
し
て
検
証
を
行

な
い
、
今
後
の
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
事
業

に
生
か
し
ま
す
。
健
康
長
寿
に
つ
な

げ
た
い
と
考
え
ま
す
。

Ｑ
人
間
ド
ッ
ク
、
特
定
検
診
の
充

実
は
。

Ａ
人
間
ド
ッ
ク
は
、
前
年
度
と
比

べ
て
70
万
円
増
額
し
、
定
員
を
35
人

増
や
し
ま
す
。
ま
た
、
期
間
を
設
け

て
郵
送
で
の
申
し
込
み
と
し
、
定
員

を
超
え
た
場
合
は
抽
選
と
し
ま
す
。

特
定
検
診
は
、
定
員
を
１
０
０
人
増

や
し
ま
す
。

18
歳
か
ら
の
選
挙
権

Ｑ
選
挙
権
の
年
齢
引
き
下
げ
を
受

け
て
、
新
た
に
加
わ
る
有
権
者
に
特

化
し
た
啓
蒙
啓
発
は
。

Ａ
一
案
と
し
て
、
選
挙
権
を
得
た

時
期
に
郵
送
で
そ
の
旨
を
通
知
し
、

自
覚
を
促
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。
ま
た
、
主
権
者
教
育
等
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま

す
。ふ

る
さ
と
納
税

Ｑ
ふ
る
さ
と
納
税
に
係
る
事
務
委

託
料
が
示
さ
れ
た
が
詳
細
は
。
ま
た

全
国
的
に
見
る
と
、
当
町
の
寄
附
額

は
ま
だ
ま
だ
少
な
い
と
感
じ
て
し
ま

う
。
委
託
す
る
タ
イ
ミ
ン
グ
と
し
て

は
適
当
か
。

Ａ
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト 

４
の
使
用

料
・
公
金
決
済
に
係
る
初
期
費
用
・

寄
附
金
額
の
10
％
相
当
の
業
務
委
託

料
・
１
件
当
た
り
４
０
０
０
〜
５
０

０
０
円
相
当
の
返
礼
品
代
等
を
見
込

み
ま
し
た
。
ま
た
、
今
ま
で
は
職
員

が
い
ろ
い
ろ
と
工
夫
を
し
て
取
り
組

ん
で
き
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
成
果

と
し
て
難
し
い
の
で
、
専
門
業
者
に

お
願
い
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。
今

後
の
歳
入
増
に
つ
な
が
る
も
の
と
考

え
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
・
暮
ら
し

Ｑ
総
合
戦
略
推
進
補
助
金
の
見
込

み
は
。

Ａ
住
民
と
の
協
働
や
町
全
体
で
戦

略
の
達
成
を
図
っ
て
い
く
と
い
っ
た

観
点
か
ら
創
設
し
た
補
助
金
制
度
で
、

上
限
25
万
円
４
団
体
の
活
動
を
支
援

し
ま
す
。
戦
略
と
照
ら
し
合
わ
せ
て
、

実
施
計
画
や
事
業
内
容
を
総
合
的
に

判
断
し
、
交
付
し
ま
す
。
今
後
、
関

連
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
等
に
も
制
度
の

紹
介
を
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
新
た
な
男
女
共
同
参
画
推
進
プ

ラ
ン
の
策
定
を
控
え
、
委
員
の
募
集
・

選
考
は
ど
の
よ
う
に
行
な
わ
れ
た
の

か
。
ま
た
、
会
議
の
開
催
を
平
日
の

夜
や
土
・
日
に
す
る
こ
と
は
考
え
な

11月29日（日）に行なわれた小川町健康長寿ウオーキングマップ完成記
念イベントには約50人の方が参加。19コースのうちの１つ、「万葉の歌と
八幡台史跡めぐりコース」約4.5kmを歩きました。ウオーキングマップは
役場（健康福祉課・にぎわい創出課・生涯学習課）、パトリアおがわをはじめ、
公共施設に置いてあります。さあ！ みんなで歩きましょう♪

解説 ポータルサイト ４
ウェブ上のさまざまなサービスや情報を集約し
て、簡単にアクセスできるようにまとめたウェブ
利用の起点となるサイトのこと。ここでは、ふる
さと納税に特化したサイトを指す。

い
の
か
。

Ａ
関
係
す
る
団
体
に
選
出
を
依
頼

す
る
と
と
も
に
、
公
募
も
行
な
い
ま

し
た
。
開
催
日
に
関
し
て
は
、
今
後

検
討
し
ま
す
。

Ｑ
比
企
地
域
人
の
流
れ
創
生
事
業

︵
お
見
合
い
・
雇
用
の
創
出
・
定
住

促
進
等
︶
を
担
う
こ
と
と
な
る
、
比

企
地
域
元
気
ア
ッ
プ
実
行
委
員
会
の

役
割
等
は
。

Ａ
今
回
の
創
生
事
業
に
対
し
て
は
、

実
行
委
員
会
を
構
成
す
る
９
自
治
体

５
で
協
議
し
、
方
向
性
を
示
し
た
と

こ
ろ
で
す
。
国
の
補
助
金
を
得
な
が

ら
、
各
１
０
０
万
円
ず
つ
拠
出
す
る

中
で
実
施
し
て
い
き
ま
す
。
ス

ウ
ィ
ー
ツ
ま
つ
り
や
サ
イ
ク
リ
ン
グ

等
の
既
存
の
イ
ベ
ン
ト
も
実
施
す
る

予
定
な
の
で
、
負
担
は
増
え
る
と
考

え
て
い
ま
す
が
、
川
越
比
企
地
域
振

平成28年度の地方創生関連事業のひとつ「比企地域 人の流れ創生事業」。
これは比企郡の市町村が広域で連携して人の流れを呼び込み、定住促進を
目指ざすもの。写真は３月19日（土）、高坂サービスエリアで行なわれた
比企地域元気アップ実行委員会によるイベント「比企に恋」の様子。

興
セ
ン
タ
ー
の
指
導
や
助
言
を
い
た

だ
き
な
が
ら
進
め
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
地
域
支
え
合
い
サ
ー
ビ
ス
事
業

の
現
状
は
。

Ａ
共
助
社
会
構
築
の
た
め
に
社
会

福
祉
協
議
会
に
事
業
を
委
託
し
、
人

件
費
等
の
補
助
を
し
て
い
き
ま
す
。

道
路
・
水
道　
　
　
　
　
　
　

イ
ン
フ
ラ
整
備
も
着
実
に

町
道
２
２
８
号
線

Ｑ
平
成
27
年
度
内
に
完
成
す
る
と

さ
れ
て
い
た
が
、
進
捗
状
況
は
。

Ａ
計
画
当
初
よ
り
３
年
ほ
ど
お
く

れ
て
い
ま
す
が
、
寄
居
町
の
計
画
と

と
も
に
平
成
28
年
度
で
完
成
す
る
予

定
で
す
。

上
下
水
道

Ｑ
水
道
水
を
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
詰

め
て
、
販
売
や
災
害
時
の
備
蓄
と
し

て
は
ど
う
か
。

Ａ
近
隣
を
調
査
し
た
と
こ
ろ
、
販

売
は
コ
ス
ト
が
か
か
り
採
算
は
困
難

と
判
断
し
ま
す
。
災
害
対
策
用
備
品

と
し
て
も
、
賞
味
期
限
の
面
で
難
し

い
と
思
わ
れ
ま
す
。

Ｑ
今
後
の
下
水
道
整
備
は
。

Ａ
５
年
間
の
計
画
の
中
で
、
ま
ず

は
効
率
的
に
人
口
密
集
地
域
周
辺
を

整
備
し
て
い
く
予
定
で
す
。

駅
北
口
整
備

Ｑ
関
係
機
関
と
の
協
議
は
進
ん
で

い
る
か
。

Ａ
駅
北
口
整
備
に
伴
う
駅
舎
及
び

自
由
通
路
の
概
略
設
計
の
予
算
を
計

上
し
ま
し
た
。
一
歩
一
歩
で
す
が
、

東
武
鉄
道
・
Ｊ
Ｒ
・
小
川
高
校
と
協

議
を
進
め
て
い
ま
す
。

かすがこうえん

（Ｙ・Sくん・４歳）

（M・Aさん・70歳）

国道254号を走り、
嵐山から水坂を越える
と、見えてくる山々に
囲まれた小川の街並み
が温かく好きです。

（Ｓ・Ｔさん・51歳）

伊能忠敬の地図に
『横田』の地名があ
るんだけど、この
辺の田畑山川の景
色が好き

解説 ９自治体 ５
東松山市・滑川町・嵐山町・小川町・川島町・
吉見町・鳩山町・ときがわ町・東秩父村

小川のどこが好き？
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平
成
27
年
度
補
正
予
算
に
関
す
る
質
疑

Ｑ
働
く
世
代
の
女
性
支
援
の
た
め

の
が
ん
検
診
推
進
事
業
に
お
い
て
、

検
診
委
託
料
が
大
幅
減
と
な
っ
て
い

る
が
、
理
由
は
。

Ａ
対
象
者
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
配
布

し
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
な
か
な
か

理
解
し
づ
ら
い
制
度
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
平
成
27
年
度
は
国
の
指

導
で
、
そ
れ
ぞ
れ
に
加
入
さ
れ
て
い

る
健
康
保
険
組
合
の
検
診
を
優
先
し
、

加
入
さ
れ
て
い
な
い
方
は
ク
ー
ポ
ン

券
の
利
用
を
い
た
だ
く
と
い
っ
た
、

よ
り
複
雑
な
案
内
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
し
た
。

Ｑ
自
治
体
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
強

化
対
策
事
業
と
は
。
ま
た
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
の
運
用
が
始
ま
り
、
情

報
漏
え
い
へ
の
心
配
が
懸
念
さ
れ
て

い
る
が
、
担
保
さ
れ
る
も
の
か
。

Ａ
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
運
用
開

始
に
伴
っ
て
、
町
が
把
握
し
て
い
る

税
の
情
報
や
人
事
給
与
、
文
書
管
理

等
々
の
業
務
処
理
に
お
い
て
、
現
在

は
１
つ
の
サ
ー
バ
ー 

６
で
管
理
し
て

い
る
も
の
を
分
離
し
、
リ
ス
ク
回
避

を
行
な
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
線
と
の
分
離
も
徹
底
し
、

情
報
の
漏
え
い
防
止
に
努
め
ま
す
。

Ｑ
有
害
鳥
獣
︵
イ
ノ
シ
シ
・
ニ
ホ

ン
ジ
カ
等
︶
の
実
態
と
対
策
の
詳
細

は
。Ａ

今
回
の
補
正
額
40
万
７
０
０
０

円
は
、
61
頭
分
の
個
体
分
析
に
要
す

る
経
費
で
す
。
町
も
所
属
し
て
い
る

有
害
鳥
獣
対
策
協
議
会
に
お
い
て
、

箱
わ
な
の
購
入
や
仕
掛
け
、
状
況
に

よ
っ
て
は
銃
で
の
捕
獲
等
、
対
応
し

て
い
ま
す
。
近
隣
町
村
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

条
例
そ
の
他
に
関
す
る
質
疑

い
じ
め
問
題
対
策

Ｑ
小
川
町
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡

協
議
会
等
条
例
制
定
を
受
け
て
、
ど

の
よ
う
な
活
動
が
さ
れ
て
い
く
の
か
。

Ａ
い
じ
め
問
題
対
策
連
絡
協
議

会
・
調
査
対
策
委
員
会
が
組
織
さ
れ
、

い
じ
め
の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
、

早
期
対
策
を
追
求
し
て
い
き
ま
す
。

町
長
の
委
嘱
に
よ
る
再
調
査
委
員
会

も
組
ま
れ
、
こ
れ
は
い
わ
ゆ
る
隠
ぺ

い
行
為
を
防
ぐ
機
関
と
し
て
の
位
置

づ
け
で
す
。
ま
た
、
議
事
録
も
残
し

て
い
き
ま
す
。

人
が
輝
く
ま
ち

Ｑ
新
た
な
生
涯
学
習
推
進
計
画
の

策
定
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を

示
す
上
で
大
変
重
要
で
あ
る
。
ど
の

よ
う
な
視
点
で
つ
く
ら
れ
る
の
か
。

Ａ
旧
計
画
を
振
り
返
り
、
町
民
協

議
会
か
ら
い
た
だ
い
た
３
つ
の
提
言

①
歴
史
・
産
業
に
つ
い
て
学
ぶ
場
所

の
提
供　

②
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
等
に

よ
る
情
報
手
段
の
活
用　

③
社
会
の

変
化
に
対
応
し
た
学
習
情
報
の
提
供

や
相
談
体
制
の
充
実
を
生
か
し
ま
す
。

そ
し
て
、
町
民
が
生
涯
学
習
を
す
る

こ
と
で
輝
き
、
人
が
輝
く
こ
と
で
地

域
が
輝
き
、
そ
し
て
町
が
輝
く
こ
と

を
実
行
に
移
し
て
い
き
ま
す
。
今
後

は
、
自
主
的
な
学
習
活
動
を
支
援
し
、

そ
の
成
果
が
生
活
や
地
域
に
還
元
さ

れ
、
ま
ち
づ
く
り
に
生
か
さ
れ
る
よ

う
な
計
画
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

解説 サーバー ６
ネットワーク上から、他のコンピュータに対しデータ
などを提供する機器。またはそのプログラム。※（○は賛成、×は反対、欠は欠席）議長は賛否同数の場合のみ採決に参加します

審
議
結
果

笠
原　
　

武

井
口　

亮
一

笠
原　

規
弘

田
中　

照
子

髙
瀬　
　

勉

山
口　

勝
士

髙
橋
さ
ゆ
り

松
本　

修
三

金
子　

美
登

松
葉　

幸
雄

大
戸　

久
一

島
﨑　

隆
夫

柴
崎　
　

勝

宮
澤　

幹
雄

戸
口　
　

勝

根
岸　

成
美

第1回臨時会（２月16日）

専決処分の承認を求めることについて（税条例の一部を改正する条例の
一部を改正する条例制定について）

承認 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

第5次総合振興計画基本構想を定めることについて 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

第1回定例会（２月29日～３月18日）

町道路線の認定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

町道路線の廃止 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

行政不服審査会条例制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

行政不服審査法の規定による提出書類等の交付に係る費用負担に関する
条例制定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整理等に関する条例制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

職員の退職管理に関する条例制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

消費生活センター条例制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

いじめ問題対策連絡協議会等条例制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

生涯学習推進計画策定会議条例制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

職員の勤務時間、休日及び休暇に関する条例の一部を改正する条例制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一部を
改正する条例制定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

一般職の職員の給与に関する条例及び小川町一般職の任期付職員の採用
等に関する条例の一部を改正する条例制定

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

事務手数料条例の一部を改正する条例制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

介護保険条例の一部を改正する条例の一部を改正する条例制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

埼玉県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の増加及び同組
合の規約変更

可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成27年度一般会計補正予算（第５号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成27年度国民健康保険特別会計（事業勘定）補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成27年度介護保険特別会計（保険事業勘定）補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成27年度下水道事業特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成27年度農業集落排水事業特別会計補正予算（第３号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成27年度水道事業会計補正予算（第１号） 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度一般会計予算 可決 × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度国民健康保険特別会計（事業勘定）予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度後期高齢者医療特別会計予算 可決 × ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度介護保険特別会計（保険事業勘定）予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度下水道事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度農業集落排水事業特別会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

平成28年度水道事業会計予算 可決 ○ ○ ○ ○ ○ 欠 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

小川中央陸橋耐震補強外２橋補修工事請負変更契約の締結 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

固定資産評価審査委員会委員の選任 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

農業委員会委員の任命 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

町長及び教育長の給与の特例に関する条例制定 可決 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

副町長の選任 同意 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ −

議　案　名

審議した議案と議員の賛否をお知らせします
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当町全域の山間部を中心に、イノシシ等の野生動物による農作物への
被害が発生しています。町では、被害防止を目的として箱わな等によ
る捕獲をしており、平成27年４月から平成28年３月までの捕獲数は
44頭です。写真左：田んぼに出没したイノシシ（飯田）。写真右：箱わ
なで捕獲されたイノシシ。
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戸と

口ぐ
ち　

勝ま
さ
るが
問
う

町
民
総
活
躍
計
画

の
策
定
を

笠か
さ

原は
ら　

武た
け
しが
問
う

町
事
業
の
入
札
は

一
般
競
争
入
札
に

Ｑ
過
去
、
日
の
出
橋
周
辺
で
発
生
し
た
水
害

等
の
被
害
は
。

Ａ
建
設
課
長　

床
下
・
床
上
浸
水
を
は
じ
め
、

槻
川
浄
水
場
下
流
右
岸
で
約
70
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
る
自
然
護
岸
の
崩
落
や
日
の
出
橋
下
流
右

岸
で
石
積
み
護
岸
の
崩
落
が
あ
り
ま
し
た
。
崩
壊

し
た
箇
所
は
、
管
理
者
で
あ
る
埼
玉
県
で
災
害
復

旧
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
当
該
箇
所
や
地
域
が
抱
え
る
課
題
に
的
確

な
対
策
を
講
じ
て
い
る
か
。

Ａ
建
設
課
長　

町
と
し
て
は
、
河
川
の
増
水

時
巡
視
観
測
箇
所
と
し
て
日
の
出
橋
を
位

Ｑ
町
民
力
向
上
に
向
け
、
平
成
28
年
度
策
定

予
定
の
新
た
な
計
画
は
あ
る
か
。
ま
た
、

役
場
力
の
英
知
を
結
集
さ
せ
、
知
恵
を
出
し
合
う

町
長
直
轄
の
政
策
部
門
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
立
ち
上

げ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

町
民
皆
さ
ん
の
活
躍
は

欠
か
せ
ま
せ
ん
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
や

場
面
で
活
躍
し
て
い
た
だ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
考

え
ま
す
。
ま
た
、
職
員
提
案
等
を
募
り
、
政
策
課

題
の
検
討
や
解
決
の
た
め
の
取
り
組
み
は
重
要
で

す
が
、
必
要
に
応
じ
て
活
用
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ
町
長
は
町
の
事
業
を
請
け
負
っ
て
い
る
業

者
の
一
部
が
つ
く
っ
て
い
る
﹁
土
木
研
究

会
﹂
の
新
年
会
に
招
待
さ
れ
席
を
と
も
に
し
て
い

る
が
、
そ
の
よ
う
な
行
為
を
ど
う
思
う
か
。

Ａ
町
長　

他
の
団
体
で
も
同
じ
よ
う
に
話
が

あ
れ
ば
出
席
す
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

Ｑ
近
隣
の
自
治
体
で
は
、
一
般
競
争
入
札
が

増
え
て
い
る
。
当
町
で
も
特
別
な
も
の
以

外
は
、
一
般
競
争
入
札
に
す
べ
き
だ
と
思
う
が
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

契
約
の
性
質
、
内
容
等

に
よ
っ
て
は
指
名
入
札
に
よ
る
方
式
も
加

え
ま
す
。
案
件
ご
と
の
契
約
方
式
を
検
討
し
て
、

髙た
か

瀬せ　

勉つ
と
むが
問
う

日
の
出
橋
周
辺
の

水
害
対
策
を

危
機
管
理
の

ア
ン
テ
ナ
は

も
っ
と
高
く
柔
軟
に

町
民
が
い
る
限
り

町
民
の
想
い
は　

絶
対
だ
！

町
の
事
業
を
し
て

く
れ
て
い
る
業
者

さ
ん
を
大
切
に

一
般
質
問
と
は
、
町
の
施
策
等
に
つ
い
て
、
議
員
が
町
に
考
え
や
意
見
を
求
め
る
も
の
で
す
。

議
会
だ
よ
り
で
は
、
こ
の
や
り
と
り
を
要
約
し
て
報
告
し
ま
す
。

（Ｃ・Ｏさん・49歳）

若葉が映える
山々が好き

（N・Sさん・67歳）

マンションから
見える仙元山

早期の搬出が望まれる陸地化した堆積土砂。

置
づ
け
て
い
ま
す
。
適
切
に
維
持
管
理
を
し
て
い

た
だ
け
る
よ
う
、
引
き
続
き
県
へ
要
望
を
し
て
い

き
ま
す
。

Ｑ
日
の
出
橋
下
流
の
陸
地
化
し
た
堆
積
土
砂

に
対
す
る
見
解
は
。

Ａ
建
設
課
長　

平
成
23
年
10
月
に
行
な
わ
れ

た
水
辺
再
生
１
０
０
プ
ラ
ン
事
業
の
竣
工

披
露
式
に
際
し
て
浚

し
ゅ
ん

渫せ
つ 

７
さ
れ
て
以
来
、
土
砂
の

搬
出
は
行
な
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
も
土
砂
の

流
入
は
続
い
て
い
ま
す
が
、
梅
雨
の
長
雨
や
台
風

等
で
、
基
準
以
上
に
水
位
が
超
え
た
場
合
に
栃
本

堰
の
転
倒
・
巻
き
上
げ
ゲ
ー
ト
が
開
き
、
増
水
し

た
雨
水
と
と
も
に
土
砂
も
放
出
さ
れ
て
い
る
と
考

え
ま
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
介
護
者
に
対
す
る
支
援
の
充
実
を

・
子
ど
も
議
会
の
開
催
に
向
け
て

人
材
育
成
方
法
の
目
標
は

Ｑ
役
場
組
織
を
尊
重
す
る
人
材
育
成
が
町
民

の
た
め
に
な
る
の
で
は
。

Ａ
総
務
課
長　

イ
エ
ス
マ
ン
で
は
な
く
、
周

り
に
流
さ
れ
る
こ
と
な
く
自
分
の
想
い
を

伝
え
ら
れ
る
職
員
を
育
て
る
こ
と
が
、
個
性
を
尊

重
し
た
人
材
育
成
で
町
民
の
た
め
に
な
り
ま
す
。

ど
う
な
る
駅
北
口
の
開
設
は

Ｑ
駅
北
側
整
備
の
た
め
の
２
４
０
０
万
円
の

測
量
調
査
費
に
南
側
の
調
査
も
入
っ
て
い

る
の
か
。
予
算
が
計
上
さ
れ
る
と
、﹁
い
つ
完
成

な
の
か
﹂
と
思
っ
て
し
ま
う
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
月

日
を
私
た
ち
町
民
は
待
つ
こ
と
に
な
る
の
か
。

Ａ
都
市
政
策
課
長　

南
側
の
調
査
は
、
入
っ

て
い
ま
せ
ん
。
完
成
は
未
定
で
す
。

今
後
も
適
切
に
運
用
し
て
い
き
ま
す
。

当
町
を
全
国
に
発
信
す
る
取
り
組
み
を

Ｑ
当
町
の
豊
富
な
地
質
を
生
か
し
た
地
質
博

物
館
を
、
今
空
い
て
い
る
施
設
を
利
用
し

て
開
設
を
。

Ａ
生
涯
学
習
課
長　

町
に
は
膨
大
な
資
料
が

保
存
・
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
は
大

き
な
課
題
で
す
。
総
合
的
な
施
策
の
中
で
取
り
組

ん
で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

Ｑ
当
町
に
ゆ
か
り
の
あ
る
仙
覚
律
師
や
俳
人

金か
ね

子こ

兜と
う

太た

氏
に
ち
な
ん
で
、
全
国
か
ら
短

歌
や
俳
句
を
募
集
し
、
当
町
を
発
信
し
て
は
。

Ａ
生
涯
学
習
課
長　

仙
覚
律
師
や
金
子
兜
太

氏
に
つ
い
て
は
町
の
誇
り
で
す
が
、
短
歌
・

俳
句
の
全
国
募
集
の
事
業
は
困
難
で
あ
る
と
考
え

ま
す
。

暑い日も寒い日も、苦労が絶えないインフラ
工事。

新たな整備で、安全安心が待たれる小川町の
玄関でもある駅南口。

解説 浚
しゅんせつ

渫 ７
港湾・河川・運河などの底面をさらって
土砂などを取り去る土木工事のこと。

小川のどこが好き？
Mini Column Part.1
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髙た
か

橋は
し

さ
ゆ
り
が
問
う

学
校
教
育
に

専
門
職
の
増
員
を

柴し
ば
さ
き崎　

勝ま
さ
るが
問
う

町
道
228
号
線
完
成

後
の
周
辺
整
備
は

Ｑ
い
よ
い
よ
全
国
の
市
町
村
が
﹁
ま
ち
・
ひ

と
・
し
ご
と
創
生
総
合
戦
略
﹂
に
基
づ
き
、

課
題
解
決
に
臨
ん
で
い
く
。
当
町
の
基
本
的
な
課

題
は
何
か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

創
生
総
合
戦
略
は
長
期

的
な
人
口
展
望
を
踏
ま
え
な
が
ら
、
今
後

５
年
間
の
施
策
の
基
本
的
な
方
向
や
取
り
組
み
を

ま
と
め
た
も
の
で
す
。
当
町
に
お
い
て
も
、
町
の

に
ぎ
わ
い
の
低
下
や
税
収
の
減
少
な
ど
の
要
因
で

も
あ
る
、
人
口
減
少
・
転
出
超
過
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
目
指
す
べ
き
方
向
は
、﹁
住
み
続
け

た
い
・
戻
り
た
い
・
住
ん
で
み
た
い
と
思
え
る
受

Ｑ
発
達
障
害
の
児
童
・
生
徒
が
増
え
て
い
る
。

専
門
職
の
増
員
は
。
ま
た
、
学
校
全
体
で

取
り
組
む
体
制
は
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

対
応
策
と
し
て
、
発
達

障
害
に
つ
い
て
教
職
員
の
理
解
・
指
導
技

術
の
向
上
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
小
学
校
に
お
い
て

は
、
学
校
生
活
サ
ポ
ー
ト
事
業
を
学
校
の
実
態
に

応
じ
て
活
用
し
て
い
き
ま
す
。
中
学
校
に
は
、
新

規
事
業
と
し
て
、
担
当
教
員
と
と
も
に
、
生
徒
へ

の
指
導
・
支
援
に
当
た
る
職
員
を
採
用
し
、
配
置

し
ま
す
。
教
職
員
一
丸
と
な
っ
て
、
し
っ
か
り
取

り
組
み
ま
す
。

Ｑ
①
町
道
２
２
８
号
線
工
事
完
了
後
、
工
事

に
よ
る
残
地
周
辺
を
沿
道
サ
ー
ビ
ス
ゾ
ー

ン
に
指
定
す
る
考
え
は　

②
町
道
２
２
８
号
線
工

事
に
伴
う
生
活
道
路
の
破
損
箇
所
の
修
復
は　

③

自
然
環
境
保
護
に
対
す
る
影
響
は
。

Ａ
建
設
課
長　

①
立
地
基
準
に
合
え
ば
可
能

性
が
あ
り
ま
す　

②
道
路
改
良
事
業
完
了

後
、
現
地
調
査
を
行
な
い
、
修
繕
箇
所
を
把
握
し
修

繕
工
事
を
行
な
い
た
い
と
考
え
ま
す　

③
本
事
業

に
よ
る
影
響
は
少
な
い
も
の
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

防
災
無
線
の
利
用
拡
大
を

山や
ま
ぐ
ち口
勝か
つ

士し

が
問
う

小
川
町
で
も
始
ま

る
創
生
計
画
は

予
算
も
決
定
！

い
よ
い
よ
だ
！

発
達
障
害
に
つ
い
て

住
民
が
知
る
こ
と
が

大
切

当
町
も
下
校
時
の

見
守
り
放
送
を　

防
災
無
線
で

本
会
議
に
お
け
る
一
般
質
問
の
議
員
１
人
の
持
ち
時
間
は
、
答
弁
も
含
め
て
75
分
以
内
と
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

（Ａ・Ｔさん・48歳）

水坂から見た
小川町が好き

け
皿
づ
く
り
﹂﹁
子
ど
も
た
ち
が
健
や
か
に
育
つ

環
境
づ
く
り
﹂ 

﹁〝
小
川
町
で
暮
ら
す
〞を
自
慢
で

き
る
地
域
づ
く
り
﹂
で
す
。

　

ま
た
４
つ
の
基
本
目
標
と
し
て
、﹁
人
口
誘
導
・

定
住
促
進
﹂﹁
し
ご
と
づ
く
り
﹂﹁
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
﹂﹁
魅
力
・
活
力
、
安
全
・
安
心
﹂
の
も
と
に
、

ま
ち
づ
く
り
を
具
体
的
に
推
進
し
、
当
町
の
魅
力

を
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
施
策
の
推
進
・
修
正
・
評
価
は
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

い
よ
い
よ
そ
れ
ぞ
れ
の

取
り
組
み
を
実
行
す
る
段
階
に
入
り
ま
す
。

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル 

８
の
考
え
方
、
重
要
業
績
評

価
の
設
定
な
ど
に
よ
り
、
事
業
効
果
の
把
握
や
検

討
を
ま
ち
づ
く
り
に
反
映
さ
せ
ま
す
。
産
・
官
・
学
・

金
・
労
・
言 

９
か
ら
な
る
﹁
創
生
総
合
戦
略
推
進

会
議
﹂
の
意
見
や
評
価
も
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
Ｉ
Ｃ
Ｔ
︵
情
報
通
信
技
術
︶
が
進
ん
で
い

る
が
、
学
校
教
育
現
場
で
は
ど
う
進
め
て

い
く
の
か
。

Ａ
学
校
教
育
課
長　

平
成
28
年
度
は
中
学
校

に
お
い
て
、
よ
り
広
範
な
学
習
活
動
の
展

開
が
可
能
と
な
る
タ
ブ
レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
︵
Ｐ
４
の
解
説

を
参
照
︶
の
導
入
を
予
算
に
計
上
し
ま
し
た
。

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を

Ｑ
機
構
改
革
で
、
生
活
あ
ん
し
ん
室
が
使
っ

て
い
た
場
所
は
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
の

か
。Ａ

政
策
推
進
課
長　

政
策
推
進
課
の
一
部
を

配
置
し
ま
す
。
事
務
の
効
率
化
と
住
民

サ
ー
ビ
ス
の
一
層
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

Ｑ
子
ど
も
た
ち
の
安
全
安
心
の
た
め
、
防
災

無
線
を
使
用
し
て
地
域
住
民
へ
の
周
知
や
、

児
童
の
下
校
時
の
見
守
り
に
つ
い
て
の
放
送
の
考

え
は
。Ａ

総
務
課
長　

防
災
無
線
は
、
災
害
時
以
外

の
使
用
の
考
え
は
あ
り
ま
せ
ん
。

旧
上
野
台
中
学
校
の
利
用
は

Ｑ
旧
上
野
台
中
学
校
は
廃
校
以
来
５
年
を
経

過
し
て
い
る
が
、
施
設
の
利
用
方
法
に
つ

い
て
具
体
的
な
方
策
が
で
き
て
い
る
の
か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

東
小
川
自
治
会
か
ら
は
、

長
期
的
に
は
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
等
、

高
齢
者
の
福
祉
施
設
の
要
望
が
あ
り
ま
し
た
。
現

在
民
間
事
業
者
等
と
の
連
携
に
よ
り
、
福
祉
施
設

等
を
整
備
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
か
検
討
し
て
い

ま
す
。

創生事業の推進と進捗管理を担う地方創生
グループ。

旧生活あんしん室に引っ越してきた政策推進
課の一部。

利用拡大を望む防災無線と完成間近の町道
228号線。

解説 ＰＤＣＡサイクル ８
Plan（計画）→ Do（実行）→ Check（評価）→ Act（改善）
の４段階を繰り返すことによって、事業活動における生
産管理や品質管理などの管理業務を円滑に進め、継続し
て改善していく手法のひとつ。

解説 産・官・学・金・労・言 ９
産（産業界）官（行政機関）学（教育機関）
金（金融機関）労（労働団体）言（メディア）

（Ｓ・Ｋさん・55歳）

スカイツリーも
見える四津山 小川のどこが好き？

Mini Column Part.1
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井い

口ぐ
ち

亮り
ょ
う
い
ち
一
が
問
う

Ｃ
Ｌ
Ｔ
関
連
事
業

の
誘
致
は

島し
ま

﨑ざ
き

隆た
か

夫お

が
問
う

旧
上
野
台
中
学
校

の
利
用
計
画
は

Ｑ
明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
当
町
は
商
都
と

し
て
栄
え
、
そ
の
商
取
引
は
和
紙
や
絹
織

物
な
ど
を
中
心
に
県
内
で
３
位
に
な
る
ほ
ど
だ
っ

た
。
今
も
そ
の
名
残
が
町
の
随
所
に
あ
る
。
町
の

文
化
遺
産
、
空
き
家
・
空
き
店
舗
を
地
域
資
源
と

し
て
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
、
①
国
の
登
録
有

形
文
化
財
と
現
在
指
定
さ
れ
て
い
る
建
築
物
は　

②
和
紙
体
験
学
習
セ
ン
タ
ー
の
今
後
は
。
ま
た
登

録
有
形
文
化
財
に
指
定
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
は

　

③
空
き
家
・
空
き
店
舗
等
の
対
策
は
。

Ａ
生
涯
学
習
課
長
ほ
か　

①
登
録
有
形
文
化

財
は
、
国
の
重
要
文
化
財
の
制
度
よ
り
も

Ｑ
当
町
及
び
周
辺
で
の
林
業
、
木
材
産
業
に

お
け
る
課
題
は
、
成
熟
し
た
森
林
資
源
に

対
し
て
、
減
少
傾
向
に
あ
る
木
材
需
要
を
拡
大
し

て
い
く
こ
と
と
あ
わ
せ
て
、
製
材
用
の
良
質
材
か

ら
木
質
バ
イ
オ
マ
ス 　
10 

用
の
低
質
材
ま
で
余
す

こ
と
な
く
活
用
し
て
い
く
こ
と
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
中
で
、
国
は
Ｃ
Ｌ
Ｔ
普
及
に
よ
る
木

材
需
要
の
創
出
を
﹁
日
本
再
興
戦
略
﹂
や
﹁
地
方

創
生
総
合
戦
略
﹂
に
位
置
づ
け
な
が
ら
、﹁
Ｃ
Ｌ

Ｔ
普
及
に
向
け
た
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ
﹂
を
公
表
し
て

取
り
組
み
、
方
向
を
明
示
し
た
。
町
は
こ
の
チ
ャ

ン
ス
に
ど
う
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
。

Ｑ
①
民
間
企
業
に
よ
る
施
設　

②
生
涯
学
習

施
設　

③
教
育
施
設　

④
福
祉
施
設
は
建

設
可
能
か
。ま
た
、今
後
の
展
開
を
総
合
的
に
判
断

し
て
複
数
案
を
同
時
に
提
案
す
る
等
の
方
法
を
模

索
す
る
べ
き
で
は
。そ
し
て
、何
よ
り
も
説
明
に
臨

む
際
の
執
行
部
の
強
い
思
い
が
必
要
で
は
な
い
か
。

Ａ
政
策
推
進
課
長　

①
②
③
④
は
、
限
定
的

な
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
可
能
で
す
。
現

在
、
東
小
川
自
治
会
か
ら
の
要
望
で
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
等
を
検
討
し
て
い
ま
す
。
町
民
の
意
思

も
尊
重
し
つ
つ
進
め
て
い
き
ま
す
。

町
民
の
安
全
を
守
る
た
め
の
努
力
を

田た
な
か中
照て
る
こ子
が
問
う

町
創
生
を
見
据
え

た
ま
ち
づ
く
り
を

小
川
の
自
然
・
文
化
、    

空
き
家
・
空
き
店
舗
も   

地
域
の
大
切
な
資
源
で
す

Ｃ
Ｌ
Ｔ
で
地
域

産
業
を
元
気
に

し
た
い
ね

決
断
と
実
行
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
よ
。

さ
あ
、
一
歩
を
踏
み

出
そ
う
！

一
般
質
問
の
全
文
は
、﹁
会
議
録
検
索
シ
ス
テ
ム
﹂
で
読
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
﹁
小
川
町
議
会　

会
議
録
﹂
と
検
索
し
て
く
だ
さ
い
。

解説 木質バイオマス 10
バイオマスとは「再生可能な生物由来の有機性資源（化石燃料は
除く）」のこと。木材からなるものが「木質バイオマス」で、樹
木の伐採や造材で発生した枝や葉、製材工場などから発生する
樹皮、住宅の解体材や街路樹の剪定枝などの種類があります。

柔
ら
か
く
、
社
会
的
評
価
を
受
け
る
こ
と
な
く
消

滅
の
危
機
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
建
造
物
を
後
世
に

継
承
し
て
い
く
た
め
の
制
度
で
す
。
現
在
は
二
葉

本
店
及
び
六
六
亭
が
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

②
和
紙
体
験
学
習
セ
ン
タ
ー
は
、
現
在
の
形
態

で
保
存
活
用
と
登
録
有
形
文
化
財
へ
の
指
定
も
検

討
し
て
い
ま
す
。
登
録
し
た
場
合
の
メ
リ
ッ
ト
は
、

建
物
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
事
業
に
対
し
、
経

費
の
２
分
の
１
が
補
助
さ
れ
ま
す
。

　

③
固
定
資
産
税
納
税
通
知
書
に
、
建
物
の
適
正

管
理
に
関
す
る
お
願
い
、
空
き
家
バ
ン
ク 　
11
の
ご

案
内
や
相
談
窓
口
を
周
知
す
る
チ
ラ
シ
の
同
封
を

検
討
し
て
い
ま
す
。
空
き
家
は
現
在
、
お
お
む
ね

８
０
０
戸
で
す
。
ま
た
、移
住
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

事
業
を
計
画
中
で
す
。

そ
の
他
の
質
問

・
政
治︵
町
政
︶を
考
え
る
主
権
者
教
育
の
充
実
を

Ａ
産
業
観
光
課
長　

町
は
、
地
場
産
の
木
材

等
を
使
用
し
た
個
人
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム

の
助
成
を
開
始
し
、
木
材
利
用
の
拡
大
を
図
り
な

が
ら
、
県
の
対
応
な
ど
に
注
視
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
県
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ 　
12

関
連
事
業
の
誘
致
は
で
き
な
い
か
。

Ａ
産
業
観
光
課
長　

県
は
平
成
28
年
か
ら
始

ま
る
﹁
農
林
業
、
農
山
村
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
﹂

で
Ｃ
Ｌ
Ｔ
な
ど
の
活
用
を
検
討
す
る
と
伺
っ
て
い

ま
す
。Ｑ

県
議
会
で
の
一
般
質
問
で
、
Ｃ
Ｌ
Ｔ
関
連

企
業
の
誘
致
に
つ
い
て
﹁
事
業
主
体
を
含

め
、
引
き
続
き
議
論
を
し
た
い
﹂
と
答
弁
さ
れ
た

と
聞
い
て
い
る
が
。

Ａ
産
業
観
光
課
長　

そ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

承
知
し
て
い
ま
せ
ん
。

Ｑ
①
交
通
ル
ー
ル
を
守
る
た
め
の
啓
発
を
ど

の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。
ま
た
、
交
通
量

の
増
加
が
激
し
い
の
で
、
安
全
通
行
帯
を
増
や
す

べ
き
で
は　

②
防
犯
と
犯
罪
抑
止
の
観
点
か
ら
、

町
内
で
の
カ
メ
ラ
設
置
を
積
極
的
に
推
奨
し
て
は
。

Ａ
総
務
課
長
ほ
か　

①
﹃
広
報
お
が
わ
﹄
に

て
、
啓
発
記
事
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
ま

た
安
全
通
行
帯
は
、
交
通
量
を
考
え
て
検
討
し
て

い
き
ま
す　

②
公
共
的
な
場
所
か
ら
設
置
を
進
め

ま
す
。

職
員
の
資
質
向
上
を

Ｑ
接
遇
の
大
切
さ
を
感
じ
る
が
、
十
分
な
研

修
は
で
き
て
い
る
か
。

Ａ
総
務
課
長　

研
修
を
受
け
た
者
が
講
師
に

な
り
、
繰
り
返
す
こ
と
で
身
に
つ
い
て
い

る
と
思
い
ま
す
。

決断と実行力で利活用をしてほしい旧上野台
中学校。

昭和初期、茶の湯を楽しむために建てられた
平屋。

CLT集成材工場の誘致で余すことなく利活
用ができる森林資源。

解説 ＣＬＴ（Cross Laminated Timber）12
ひき板を並べた層を、板の方向が層ごとに直交するように
重ねて接着した大判のパネルのこと。

解説 空き家バンク 11
空き家物件情報を、地方公共団体のホームページ上
などで提供する仕組み。主に、定住促進のために空
き家を紹介する制度。
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Ｑ
閉
校
後
５
年
経
過
で
建
物
の
劣
化
は
進
み
、

維
持
管
理
費
も
か
な
り
支
出
さ
れ
て
い
る
。

東
小
川
自
治
会
と
の
協
議
を
し
っ
か
り
行
な
い
、

地
域
や
町
の
活
性
化
の
た
め
に
も
、
敷
地
の
用
途

地
域
変
更
を
行
な
い
、
体
育
館
の
利
用
も
含
め
多

目
的
用
途
活
用
を
１
日
も
早
く
図
る
べ
き
と
考
え

る
が
。Ａ

政
策
推
進
課
長　

敷
地
の
一
部
売
却
も
含

め
、
民
間
事
業
者
と
連
携
し
地
元
住
民
の

要
望
を
踏
ま
え
、
高
齢
者
福
祉
施
設
等
の
整
備
を

検
討
中
で
す
。
東
小
川
地
区
住
民
と
の
意
見
が
一

致
す
れ
ば
、
用
途
地
域
変
更
も
あ
り
得
ま
す
。
有

効
な
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
、
町
長
の
指
示
も
踏

大お
お
と戸
久ひ
さ
か
ず一
が
問
う

旧
上
野
台
中
学
校

の
有
効
活
用
を

地
域
住
民
の
た

め
に
、
と
に
か

く
動
こ
う
よ

予算は昨年度の２倍
埼玉中部資源循環組合議会
平成28年２月18日に第１回定例会が開催さ

れました。平成27年度一般会計補正予算、平

成28年度一般会計予算（３億6400万円）な

ど11議案を審議し、いずれも原案のとおり可

決しました。新年度予算は前年度比で２倍の

額となりました。増額の主な理由は、①新施

設の基本設計の策定（5000万円）②環境影響

評価（１億4000万円）に係る業務委託料です。

新たに加入した川島町を含めた全９自治体に

よる組合として、ごみ焼却施設の建設に向け

て動き始めました。

修繕工事の基金積み立て
小川地区衛生組合議会
平成28年２月19日に第１回定例会が開催さ

れました。平成27年度一般会計補正予算、平

成28年度一般会計予算（13億4125万円）

など４議案を審議し、いずれも原案のとおり可

決しました。補正予算では、嵐山町志賀にある

池ノ入環境センターし尿処理施設の長寿命化

修繕工事のために、約１億5000万円を基金

に積み立てました。

斎場が改築されます
比企広域市町村圏組合議会
平成28年２月15日に第１回定例会が開催さ

れました。平成27年度一般会計及び各特別会

計補正予算、平成28年度一般会計予算(7600

万円）及び各特別会計予算（33億6500万円）

など21議案を審議し、いずれも原案のとおり

可決しました。特別会計予算のほとんどは、消

防特別会計（31億4700万円）です。なお、

平成31年度の供用開始に向けて、東松山斎場

の改築事業が進みます。

可燃ごみ処理

ごみ処理・し尿処理消防・救急・斎場の管理運営・介護・障害審査会

一部事務組合議会
って何ですか？
複数の自治体が、行政サービスの

一部を共同で行うことを目的とし

て設置する組織のことを「一部事務組合」

といいます。

比企管内では、ごみ処理や消防・救急、火葬

場の運営等を行なうために、３つの一部事務

組合議会を設置しています。

参加している自治体からはそれぞれ議員を選

出し、定例会等を開催して審議していますの

で、その内容をお知らせします。

複

一

て設置す

有効活用を望む旧上野台中学校。

私が今一生懸命になっていることは育児です。

私には１歳３ヵ月の息子がいます。息子の成長

には日々驚かされます。昨日までできなかった

ことが翌日にはできたり、いろんな表情を見せ

てくれます。

育児は楽しいことばかりではありません。つら

いこと、怒ること、時には投げ出したくなるこ

ともあります。それでも私が前向きに育児がで

きるのは、周りの人たちのおかげです。家族や

友人、勤務先の方々、私に関わる人たちのおか

げで育児に前向きになれます。

育児をしてほめられることなんてありません。

でも子どもが大きくなって、「ママがママでよ

かった」と言われたら、それは最高

のほめ言葉なんじゃないかなと思い

ます。それがいつかはわかりません

が、私が息子にそう思ってもらえる

ように、育児をこれからも前向きに

楽しくやっていこうと思います。

小川町の石造物調査にボランティアとして参

加させていただいたことがあります。

何も知らない私でしたが、町の学芸員の方や

調査員の先生方のご指導のもと、調査は寒い

時期に行なわれて、諸神・諸仏から記念碑、

社寺の奉納石造物まで墓碑を除く悉
しっかい

皆調査で

した。福寿草や紅梅の咲く里山や深い落葉を

踏み分けて、普段の生活ではめったに行かな

い山の中へも行きますので、小川町の美しい

自然や人々の温かさに触れることになり、う

れしいことでした。

それだけではなく石神や石仏を建立した人々

の思いに心をはせてみたり、さまざまな碑文

を読み、書きとめてゆく中で、昔の小川町の

方々にも出会えたように感じました。何とす

ばらしい方々が多勢おられたことか⋯⋯。そ

して今日の小川町がこうしてあるのだと改め

て思えるのです。小川町に住んで33年にな

ります。小川町大好きです。
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Eiko Furukawa

川井愛梨さん（増尾）

古川瑛子さん（靱負）

私の
たからもの

小川町大好き♪
石造物調査の
思い出

ま
え
、
ま
ず
は
政
策
推
進
課
内
で
協
議
し
ま
す
。

町
の
活
性
化
、
定
住
促
進
策
は

Ｑ
空
洞
化
が
進
ん
で
い
る
駅
周
辺
市
街
地
対

策
と
し
て
、
駅
か
ら
２
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
圏

内
の
市
街
化
調
整
区
域
を
町
の
活
性
化
、
定
住
促

進
策
と
し
て
誰
も
が
住
宅
建
築
可
能
な
都
市
計
画

法
34
条
11
号
地
域
に
指
定
す
る
べ
き
で
は
。

Ａ
都
市
政
策
課
長　

地
価
の
安
い
34
条
11
号

地
域
に
土
地
を
求
め
る
人
が
増
え
、
市
街

化
区
域
内
の
空
洞
化
や
空
き
家
の
増
加
等
が
考
え

ら
れ
る
の
で
、
今
後
調
査
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
環
状
１
号
線
、
国
道
２
５
４
号
バ
イ
パ
ス

か
ら
分
岐
の
一
般
県
道
整
備
は
県
の
事
業

だ
が
、
用
地
買
収
等
に
町
も
積
極
的
に
協
力
し
、

か
か
わ
っ
て
い
く
べ
き
で
は
。

Ａ
建
設
課
長　

都
市
政
策
課
と
協
議
し
て
い

き
ま
す
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表紙に使用している画像は、小川和紙の「未
みざらしがみ

晒紙」です。原料の楮
こうぞ

を漂白や着色せず、従来の工法を忠実に守ってつくられています。

高
齢
者
や
視
覚
の
弱
い
方
に
も
配
慮
し
た

フ
ォ
ン
ト
（
書
体
）
を
使
用
し
て
い
ま
す 18

このコーナーは「議会をもっと身近に！」がモットーの

町民皆さんとの交流の場。第１回は、議会だよりの大胆

なリニューアルに踏み切った議会広報発行特別委員会か

ら、皆さんへのメッセージです。

発行責任者：小川町議会議長 根岸成美
編　　　集：議会広報発行特別委員会
　　　　　　委員長　髙瀬　勉　　副委員長　田中照子　
　　　　　　委　員　戸口 勝・笠原 武・島﨑隆夫・笠原規弘
編集後記
ご覧のとおり、今号からデザインを変えました。いかがでしょうか。

６人の編集委員でいろいろ本気で考え、思い切って変えてみました。

見慣れるまでは違和感があるかもしれませんが、そのうち親しみを

持っていただけるのではないかと思います。▼議員が議案書をチェッ

クして行なった質疑が何と261。その一部分しか載せられないのが

本当に残念です。ゆっくり読んでみてください。どんなことでも結

構です。ご意見をお寄せください。（笠原　武）
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No.79

３ 月 定 例 会

埼
玉
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小
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No.79
小川町議会だより
平成28年3月定例会春号

前号の編集後記でご案内し　

た「驚きの展開」とは……

「大胆かつ大幅な紙面の

リニューアル」でした！！

率直に、いかがでしたか？

９月の改選を経てスタートし

た、新生・議会広報発行特別

委員会。

度重なる協議・検討の中で、

右記の６点にこだわった

リニューアルです。

「挑戦」ではなく「冒険」です。

忌
き

憚
たん

のないご意見・ご感想を

お近くの議員または議会事務

局までお寄せください。

議会広報発行特別委員会

　　　　　委員長 髙瀬　勉

どなたでも傍聴でき
ます（事前連絡は不要です）

役場３階にお越しください

次回定例会は

６月１日（水）〜
開会は10時です

傍聴から
はじめよう！！

議会だより
6つの約束

読みやすい
文字
行間広めで読みやすい
ユニバーサルデザ
インフォントを
使用します

やさしい
表現
難しい言葉は
わかりやすく、
専門用語には
解説を付けます

見やすい
誌面
大きめの見出し文字、
適度な余白など
で見やすい
レイアウトにします

親しみある
デザイン
20代・30代の方にも
手にとって
もらえるデザイン
をめざします

皆さんの
声を大事に
町民の皆さんに
ご登場いただく
場面を増やして
いきます

色への配慮
多様な色覚を持つ方々に
とって少しでも
読みやすくなるよう、
色の使い方にも
配慮します
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傍聴席の
定員は
40名


